
メーター口径40mm標準設置図

メーター口径50mm以上標準設置図

・ボックス内に土砂が混入しないように、両側に土留板の設置等の措置を施すこと。

PEφ50

PEφ50 ※メーターが浮く場合はメーターライナー等を設置すること。

PEφ50

(標記図については50mmの場合）

※メーターライナー等を設置し、フランジの接合がしやすいよう内壁から100mm確保できるボックスを選定すること。

・40mm以上の第１止水栓については、ソフトシール仕切弁を使用すること。この際、志布志町内に設置する場合は
右開きの製品を使用すること。止水栓以降メーターまでの管種は問わない。

・メーターボックスは、車両の通行等が考えられる場合は、それに耐えられる鋳鉄製等の製品を使用すること。
また、仕切弁及び止水栓についても同様の場合はハイﾋﾟｯﾄ製品を使用すること。

・50mm以上の量水器ボックスについては、メーターの取替を考慮し、内壁から100mm確保できる製品等を使用すること。
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